
○京都駅前の現状

３）道路、駅前広場の状況



道路・駅前広場等の状況

道路、駅前広場の状況（道路幅員）

・駅周辺の道路幅員は、大通りで20～30m、その他の通りは12ｍ以下が大半。
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道路・駅前広場等の状況

道路、駅前広場の状況（歩道幅員）

京都駅

塩小路通

八条通
（東）

烏丸通

八条通

河
原
町
通

堀
川
通

塩小路通

烏
丸
通

七条通

3m以上4m未満
（地下の出入口を
除く有効寸法）
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八条通（西）

③
⑤

⑥

⑦ ⑧

⑥

⑦ ⑧

⑤

道路・駅前広場等の状況

道路空間の現況(歩道幅員・混雑度）

塩小路通・烏丸通：歩道が狭く、人流が比較的多いため、一部混雑が見られる
八条通西側 ：歩道が広くゆとりがある。
八条通東側 ：歩道は狭いが、人流が少なく混雑はしていない。

塩小路通・烏丸通 八条通
西側

八条通
東側

①②

④

④

① ③

②
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道路・駅前広場等の状況

交通の状況（車：平日１２時間交通量（上下計）、大型車混入率、混雑度、昼間旅行速度）

七条通 12,628台
大型（バス等）率 9％
混雑度 0.84
旅行速度 上13.7／下17.1

烏丸通 15,381台
大型（バス等）率 11%
混雑度 0.78
旅行速度 上19.0／下21.9

七条通 18,917台
大型（バス等）率 9%
混雑度 1.1
旅行速度 上14.0／下12.9

河原町通 18,829台
大型（バス等）率 8%
混雑度 1.03
旅行速度 上17.2／下21.7

河原町通 18,917台
大型（バス等）率 9%
混雑度 1.1
旅行速度 上24.8／下18.9

塩小路通 8,978台
大型（バス等）率 13%
混雑度 0.46
旅行速度 上16.8／下11.9

烏丸通 4,680台
大型（バス等）率 16%
混雑度 0.28
旅行速度 上16.8／下13.8

河原町通 21,780台
大型（バス等）率 9%
混雑度 0.84
旅行速度 上21.1／下17.7

烏丸通 8,059台
大型（バス等）率 18%
混雑度 0.45
旅行速度 上9.4／下8.6

大宮ー堀川 14,234台
大型（バス等）率 12%
混雑度 1.64
旅行速度 上13.7／下10.2

（参考）四条通交通量
烏丸ー河原町 7,896台
大型（バス等）率 19%
混雑度 0.97
旅行速度 上7.4／下8.0

京都駅

竹田街道 12,971台
大型（バス等）率 6%
混雑度 1.37
旅行速度 上18.8／18.6

凡例
太さ（台数）

２万〜
１〜２万
５千〜１万
〜５千

大型（バス等）割合
20％〜
10〜20％
〜10％

旅行速度
昼間旅行速度（km/h) 令和３年度全国道路・街路交通情勢調査から作成

八条通 4,919台
大型（バス等）率 11%
混雑度 0.34
旅行速度 上13.3／下11.7

・交通量・混雑度・旅行速度の値について、駅近傍の道路（烏丸通、塩小路通等）は、
周囲の幹線道路（七条通、河原町通、堀川通）と比べて小さい。

八条通

河
原
町
通

堀
川
通

塩小路通

烏
丸
通

塩小路通 9,581台
大型（バス等）率 24%
混雑度 0.79
旅行速度 上10.3／下10.7

八条通 10,715台
大型（バス等）率 11%
混雑度 0.59
旅行速度 上12.5／下10.6

堀川通 33,078台
大型（バス等）率 12%
混雑度 1.63
旅行速度 上20.2／下17.7
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七条通 2,042人

河原町通 1,242人

塩小路通 4,062人 塩小路通 5,207人

八条通 11,000人
八条通 1,589人

烏丸通 4,972人

烏丸通 10,631人

烏丸―河原町
27,787人

（参考）四条通交通量

京都駅

道路・駅前広場等の状況

交通の状況（歩行者：平日１２時間交通量（上下計） ）

凡例
太さ（人数）

１万〜
５千〜１万
２千〜５千
〜２千

八条通

河
原
町
通

堀
川
通

塩小路通

烏
丸
通

令和３年度全国道路・街路交通情勢調査から作成 47



道路・駅前広場等の状況

駐車場、駐輪場の状況

八条通

河
原
町
通

堀
川
通

塩小路通

烏
丸
通

・大規模な駐車場・駐輪場が京都駅や大型商業施設に存在。
・中小の駐車場・駐輪場が道路沿いや街区内部に点在している。

１０台以下

１０～１００台

１００台以上

駐車場

１０台以下

１０～１００台

１００台以上

駐輪場

〇上の数字は台数

京都駅
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京都駅の新橋上駅舎・自由通路整備事業が進行中。
（整備効果）

・京都駅の交通結節機能の強化による市全体の持続的発展、活性化
・人の流動を誘導・分散する新たな動線確保による駅周辺地域全体の活性化
・駅ホーム、南北自由通路、駅前広場（バス乗り場等）等の混雑緩和

道路・駅前広場等の状況

新たな自由通路の整備
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道路・駅前広場等の状況

広場の現況（通行・滞留空間）

バス
約10,000m2

ゲート

喫煙所

※

3m2m

環境空間比 約４８％（現状）

参考

標準値 50% （1998年駅前広場計画指針）

他事例 姫路駅６７％／丸の内７３％
広場面積 23,400ｍ２（都市計画決定範囲）

通行空間（人流）

滞留できる空間

バス待ち列の延伸スペース

フラッグポール

サイン看板

樹木

※

タクシー
自家用車
約5,500m2

喫煙所

・中央の南北動線は、狭い空間にバス待ち、待ち合せ、通行が集中しており混雑。
・人が滞留できる余剰空間が少なく、べンチ等の休憩場所もない。
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公園・広場

敷地内空地

凡例

東塩小路公園

イオンモールNiwa広場

ヨドバシカメラ京都
公開空地

八条口駅前広場
サンクンガーデン

オムロン公開空地

・京都駅近傍に公園・広場・緑地等のオープンスペースは少量かつ小規模。

道路・駅前広場等の状況

オープンスペースの状況

駅前広場

河
原
町
通

堀
川
通

塩小路通

烏
丸
通

八条通

京都駅

七条通
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南
北
自
由
通
路

ゲート

道路・駅前広場等の状況

人流

JR中央口
地下街 エスカレーター

・ 調査日時
令和７年5月18日（日） 7～２０時

（人流、定期観光バス、タクシー・自家用車）
・ 地下街：エスカレータのみ

コンコース―京都劇場

市バス
発 １,６００便
着 1,600便
※１日あたり便数

定期観光バス
９便

1.2万人

1.0万人0.9万人

1.1万人0.8万人

2.3万人3.5万人

1.4万人0.1万人

3.3万人2.1万人

0.7万人 0.9万人

3.5万人

1.6万人

1.5万人

0.6万人

0.8万人

0.9万人1.0万人

0.7万人 0.5万人

JR西口

4.6万人

自由通路
北側階段

2.1万人

２万～３万人

１万～２万人 ～１万人

（凡例）
7～20時 通過人数（１３時間合計）

タクシー・自家用車
入出庫 4,900台
※乗のみ、降のみも含む。

３万人～

52

数値 ： 歩行者サービス水準（単位：人／ｍ・分）
（大規模開発地区交通計画マニュアル）
（１時間あたりピークタイムの人数より算出）

10.2

22.210.3

7.4

7.7

18.0

10.7

5.7



EV

EV

ESC ESCESC

ESC

EV

EV

EV

EV

ESC ESCESC

ESC

ESC

ESC

ESC

EVEVEV

ESC ESC

EV

EV

ビル

ビル

ビル ビル

ビル
ビル

ビル

ビル

・ 塩小路通を南北に往来する人流は多いが、横断可能な箇所は、地上：３か所の横断歩道、
地下：歩道に通じる階段のみ。バリアフリーも含め、アクセス性が良いとは言えない状況。

凡例：
： 横断歩道（塩小路南北）
： 階段
： 塩小路通沿いの階段

道路・駅前広場等の状況

駅からまちへのアクセス

地上 地下 53



道路・駅前広場等の状況

駐車場の出入口
烏
丸
通

京都駅

凡例：
： 車両出入口（時間貸し駐車場）
： 車両出入口（上記以外） ※５台未満は除く

： 時間貸し駐車場（～１０台）
： 〃 （１０～１００台）
： 〃 （１００台～）
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0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000

R6

H11

京都駅 鉄道乗車人数（年間）

JR在来線 新幹線 近鉄 地下鉄

道路・駅前広場等の状況

京都駅来訪者・歩行者の推移

・京都駅鉄道乗車人員は増加傾向にある。
・駅前大通り（烏丸通）の車両は大幅に減少、歩行者は大幅に増加している。

（Ｈ１１比）Ｒ６Ｈ１１

（＋６％）6,279万人5,940万人ＪＲ（在来線）

（＋７２％）1,533万人893万人ＪＲ（新幹線）

（△２７％）1,649万人2,264万人近鉄

（＋３０％）2,467万人1,902万人地下鉄

（Ｈ１１比）Ｒ３Ｈ１１

（△36％）9,968台15,587台車両

（＋59％）18,867人11,903人歩行者

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

H11 R3

歩行者・車両（烏丸通（七条ー塩小路）・休日12時間）

歩行者（人） 車両（台）

歩行者

59%増

車両

36%減

55
（出典）交通事業者提供データ、全国道路・街路情勢調査等

（千人）

JR
(在来線）

新幹線 近鉄 地下鉄

JR
(在来線）

新幹線 近鉄 地下鉄

８％増



○京都駅前の現状

４）街並み



京都駅前の街並み

駅前の街並み現況
①駅前広場から北方向 ②駅前広場から西方向 ③烏丸通を北方向

④塩小路通を西方向 ⑤八条通を西方向 ⑥八条通を東方向

写真撮影位置図

①

②

③④

⑤⑥
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リーガロイヤルホテル京都
株式会社竹中工務店・吉田五十八

都ホテル 京都⼋条
村野藤吾

関西電力京都支店
武田五一

旧東京生命保険京都支社
安井武雄建築事務所

京都タワー
山田守/山田守建築事務所
＋京都大学棚橋研究室

旧富士ラビット

京都駅前の街並み

駅周辺の街並みを特徴づける建物

JR京都駅ビル
原広司/アトリエ
・ファイ建築研
究所 京都市立芸術大学

乾・RING・FUJIWALABO・o+h・
吉村設計共同体

オムロン京都センター
ビル啓真館
株式会社竹中工務店

元ワコール新京都ビル
飛島建設

旧村井銀行七条支店
吉武長一

駅前広場

塩小路通

烏
丸
通

八条通

京都駅

七条通

京都
タワー

リーガロイヤル
ホテル京都

都ホテル
京都⼋条

JR京都駅
ビル

堀
川
通

河
原
町
通オムロン京都

センタービル
啓真館

元ワコール
新京都ビル

京都市立
芸術大学

若松家
酒店

建物位置

凡例

界わい景観建造物指定
京町家

関西電力
京都支店

出典：京都・梅小路エリアガイド

冨田邸 米村邸

旧東京生命保険
京都支社旧富士ラビット

旧村井銀行
七条支店

本願寺・
東寺界わい
景観整備地区
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○参考事例



クロススクエア（東側第一段階将来イメージ）

【神戸三宮】
〇駅周辺で、再開発事業が進み、オフィス・商業の集積、公共空間整備などが進行
〇デザイン誘導を図りつつ、国際的な拠点都市を目指した魅力的なまちづくりを推進

サンキタ広場周辺

【大阪梅田】
〇近年、関西最大のターミナルとしての機能強化と、商業・文化施設の充実を両輪に発展
〇オフィス・商業の高度集積、緑地・歩行者空間の整備拡充など、より快適で魅力的な都市
空間を目指した取組が加速。ビジネスと観光の両面で活気あふれる街へと変貌。

他都市の駅前まちづくり

・近年、他都市においても駅周辺のまちづくりを推進

出典：FeelＫＯＢＥ神戸公式観光サイト 出典：神戸三宮「えき≈まち空間」・税関線景観デザインコード出典：三宮周辺地区の「再整備基本構想」

グラングリーン大阪 大阪駅

提供：ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 提供：梅田地区エリアマネジメント
実践連絡会

©伊藤彰［アイフォト］
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多様な主体の集積・交流によるイノベーション創発

オフィスの潮流
駅近ハイグレードオフィスのニーズの高まり

商業・公共的空間の潮流
歩いて楽しめるウォーカブルな賑わい

・ 利便性・従業員のウェルビーイング・人材確保・イノベーション創発の観点から、
駅近ハイグレードオフィスのニーズが拡大

・ 企業の環境意識の向上・ＥＳＧ投資の隆盛から、オフィスの省エネ性能を求める企業の増加
・ 高いセキュリティを求める企業の増加

・ ゆとりと賑わいのある歩行者空間の創出による回遊性や利便性が向上、街の活性化へ

・ 多様な人々の集積・交流・協業により、新たな価値を生み出すことが企業成長のカギに

ニューヨーク
タイムズスクエア

なんば広場

御堂筋の歩道拡幅

商業・業務・公共的空間の潮流

出典：なんばひろば改造計画ホームページ

Ａｆｔｅｒ

Ｂｅｆore

出典：ストリートデザイ ンガイドライン
― 居心地が良く歩きたくなる街路づくりの参考書 ―
（バージョン 2.0）国土交通省 都市局・道路局

出典：御堂筋将来ビジョン【概要版】

61



・近年のオフィスには、多様な働き方を実現するフレキシブルな空間や、コミュ
ニケーションを生み出す交流空間、天井高の高い快適な空間等が求められる。

・フリーランスや出張中のビジネスマン等が、目的によって柔軟に場所や働き方
を選ぶことができ、交流も出来るコワーキングスペースも求められている。

【オフィス空間の潮流】

●フレキシブル・多様な働き方
仕事の目的やスタイルに応じて、
レイアウトや場所、規模を選ぶこ
とができるオフィス

●コミュニケーションの活性化
新しいアイデアや人間関係を生み、
コミュニケーションが活性化され
るオフィス

時代の潮流に沿ったクリエイティブなオフィス

オフィス天井高の変遷

【ｺﾜｰｷﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽの潮流】

従来のワークスペースに加え、
集中できる個室や会議室、テレ
ワークブース、交流・イベント
スペースなど、多様なニーズに
対応したスペース

JAM BASE（ジャムベース）

●快適で機能的な空間
ゆとりある空間や設備更新性を
企図した天井高の高いオフィス

出典：「オフィスブック」制作グループ編著
「オフィスブック」(2011）㈱彰国社

© Nacása & Partners Inc.
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天神ビッグバン（福岡）

・航空法の高さ制限の特例承認や容積率緩和により、エリア内の再開発を促進。
・２０１５年制度開始以降、エリア内で多くのビルの建て替え
・歩行者空間や広場の整備が緩和の条件となっており、市街地環境の改善が同時に

進んでいる。

出典 （左）博多っ子通信No.51（福岡市）
（右上）航空法の高さ制限に係るエリア単位での高さの目安の提示について（国土交通省）
（右下）天神ビッグバン ビル建替えにあわせ整備されるエリアごとの公共空間のイメージ（福岡市）
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東京駅周辺

「大丸有まちづくり協議会」のガイドラインによる建物デザイン等のコントロール、歩行者空間の利活用

東京駅の駅前広場を車中心から人中心の空間に再編。多くの人々の憩いのスペースに。

（一社） 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会

出典：Googleｽﾄﾘｰﾄﾋﾞｭｰ（2013年6月撮影 ＠2025 Google） 出典：Googleｽﾄﾘｰﾄﾋﾞｭｰ（2023年９月撮影 ＠2025 Google）
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神戸三宮「えき≈まち空間」・税関線デザインコード
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神戸三宮「えき≈まち空間」・税関線デザインコード
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御堂筋デザインガイドライン
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大阪・御堂筋

各都市における街並みの事例

神戸・旧居留地

東京・品川インターシティ東京・丸の内仲通

出典：DMO東京丸の内ホームページ

出典：神戸旧居留地ホームページ出典：Googleストリートビュー

出典：Googleストリートビュー
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熊本駅・駅前広場

各都市における公共空間の事例

グラングリーン大阪

神戸三宮・サンキタ広場東京駅・丸の内駅前広場

©伊藤彰［アイフォト］ 出典：yAt構造設計事務所ホームページ

©一般財団法人神戸観光局©パブリックドメインＱ
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駅前広場・公園や建物敷地内で憩い・交流が可能なオープンスペースを創出し、
多様な人々の滞留を生み出す事例が増えている。

多様な人々が憩える滞留空間の創出

●公共的空間における事例

●建物敷地における事例

〇グラングリーン大阪
大きな緑地を創出し、目的地となる広場

©伊藤彰［アイフォト］

〇姫路駅前広場
歩車空間の再編等で人のための空間を拡充

〇神戸大丸（神戸旧居留地）
通りに面してオープンカフェを創出

出典：Googleストリートビュー出典：Googleストリートビュー

〇丸の内ブリックスクエア（東京）
敷地の内部に憩いの場を創出
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〇丸の内仲通（東京都）
民間敷地内に歩道と一体の歩行者空間を整備

し、ゆとりある空間を確保

〇姫路駅前～大手前通
歩車空間を再編し、駅前広場・歩道・姫路城

へと、わかりやすく、ゆとりある空間に。

●道路空間における事例
〇定禅寺通（仙台市）

道路の一部を活用し、賑わい・滞留空間に。

歩きやすい豊かな歩行者空間

〇御堂筋通
側道を歩行者空間に整備し、賑わいを創出

出典：国土交通省資料

出典：近代建築の楽しみ

事業主体：（株）仙台協立／定禅寺ストリートアライアンス
（定禅寺通活性化検討会プロジェクト型ワーキンググループ）

企画：（株）仙台協立／Sendai Development Commission（株）／NPO法人自治経営／（株）L・P・D
設計：（株）L・P・D

出典：国土交通省資料
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他都市の駅前 歩道幅員

・大阪駅前、三宮駅前の駅前大通りの歩道幅員は約６ｍ以上

出典：Google社 「GoogleMap,GoogleStreetView」

【大阪駅前】 【神戸三宮駅前】

歩道幅員：約６ｍ歩道幅員：約15ｍ

歩道幅員：約11ｍ
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歩道幅員：約5.7ｍ

歩道幅員 約6.8ｍ歩道幅員：約７ｍ



まちへの良好なアクセスの実現

貫通通路
（通り抜け可能な建物内通路）

●アクセス性・まちとのつながり向上の事例

地下接続（隣接建物同士） 地下出入口の建物取り込み

車道の歩行者空間化
（駅―まちのアクセス・つながり）

地下接続
（地下鉄・地下街―建物地下・地上）

上空デッキによる接続

地上 上空

地下

出典：Google社「GoogleStreetView」

出典：左 「天神ビジネスセンターパンフレット」福岡地所（株）
中・右 「都心の地下歩行ネットワーク拡充手法に関する基本方針（案）」札幌市

出典：なんば広場改造計画HP 出典：Ｎａｇｏまちスペースづくりガイドライン
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エリアマネジメント

【 We Love天神協議会（福岡市）】事例１

ほこみち制度による賑わい創出

隔地駐車場運営（収益事業）

一時滞在施設を活用した避難所運営訓練 ガイドラインの作成・運用

福岡天神エリアの企業、団体、住民、行政な
ど多様な活動主体で構成するエリアマネジメ
ント団体。

安全安心で快適な環境の形成、地区の価値
集客力の向上、地方経済の活性化、及び生活
文化の創造などを目的として“まちづくり”を
推進。

74



エリアマネジメント

【札幌駅前通まちづくり株式会社（札幌市）】
地域のまちづくり組織や沿道企業による個別の
活動を、より発展的かつ一体的に展開するための
総合調整機能を担うエリアマネジメント団体

事例２

壁面公告収益事業

賑わいづくり（サッポロフラワーカーペット）

地下歩行空間の利用料（指定管理）や
壁面広告などの収益事業により財源を
創出し、まちづくり活動に還元

地域創生まちづくりーエリアマネジメントー（内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局）より転載
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